
飯塚 真 博士後期課程２年 ERISAにおける受益者保護

岩下 奈々絵 博士後期課程３年 最悪の形態の児童労働禁止条約の目的実現と国際刑事法の発展

内山 敏和 博士後期課程２年
情報格差と詐欺の実相（５）
―ドイツにおける沈黙による詐欺の検討を通じて―

夏 雨 研究生
中国における特許製品の並行輸入に関する一考察
―立法及び事例の展開を中心に―

城内 明 研究生 判例における「損害の公平な分担」概念（３）

呉 祺 博士後期課程１年 確立期を目指す中国会社法改正（１）

小坂 亮 博士後期課程１年
リストの責任論 ―錯誤論におけるリストの動機説の意義をめぐって―
（２）
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氏 名 学 年 論 文 題 目

清水 真人 博士後期課程２年 DouglasによるPublic Directorの構想について

杉本 和士 博士後期課程２年 破産における「現存額主義」と一部弁済処遇の関係に関する覚書（４）

田岡 絵理子 博士後期課程１年
代理権授与行為の法的性質について（二）
―代理人の忠実義務の法的根拠を探る前提議論として―

長谷河 亜希子 博士後期課程５年
米国における州のFC関係規制法について（二）
―「公正」をめぐる価値対立―

府川 繭子 博士後期課程１年
フランスにおける行政行為の「追認のための法律」
―憲法院とヨーロッパ人権裁判所の交錯―（続）

三上 正隆 博士後期課程３年 宮本英脩の規範理論

柳沢 雄二 博士後期課程１年 貸金庫の内容物に対する強制執行

山田 久美子 科目等履修生
公害・環境紛争に関する裁判外紛争解決制度（ADR）の日米比較研究と今後
のわが国の制度のあり方について―Ⅲ

渡邊 奈緒子 博士後期課程３年
EC法および国際法におけるECの対外的権限
―混合協定を手がかりとして――混合協定を手がかりとして―
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